
今
年
で
一
一
八
年
目
を
迎
え

る
「
長
徳
寺
不
動
尊
蘇
民
祭
」

が
三
月
六
日
（
日
）
に
修
行
い

た
し
ま
す
。
当
山
に
安
置
し
奉

る
不
動
明
王
（
胎
内
佛
）
は
慈

覚
大
師
（
天
台
宗
延
暦
寺
第
三

世
座
主
）
の
御
作
と
言
わ
れ
、

一
二
〇
年
目
に
は
御
開
帳
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
元
々
は
花

泉
町
油
島
、
白
山
姫
神
社
（
林

泉
山
白
王
寺
）
の
本
尊
と
し
て

安
置
し
て
い
た
が
、
明
治
三
年

神
佛
分
離
令
依
り
明
治
八
年
に

同
町
曹
洞
宗
満
昌
寺
に
移
奉
さ

れ
た
。
し
か
し
、
明
治
二
十
六

年
に
同
寺
火
災
の
為
、
全
焼
す

る
中
、
当
不
動
明
王
は
奇
跡
的

に
災
難
を
免
れ
た
。
そ
の
後
、

御
縁
あ
り
明
治
二
十
七
年
秋
当

山
に
て
御
招
請
奉
安
と
な
り
、

（
当
時
、
蘇
民
祭
も
一
緒
に
継

が
れ
て
き
た
と
言
わ
れ
る
）
以

来
一
一
八
年
諸
災
難
消
除
、
五

穀
豊
穣
、
家
内
安
全
、
又
は
胎

内
佛
の
御
縁
に
預
か
り
安
産
祈

願
等
の
御
利
益
広
大
な
中
現
在

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
尚
、
蘇

民
祭
当
日
は
、
余
興
に
東
方
落

語
（
真
打
ち
）
「
川
野
目
亭
南

天
様
」
前
座
に
「
今
野
家
な
に

も
・
か
に
も
様
」
に
よ
る
寄
席

も
行
い
ま
す
の
で
是
非
御
家
族
、

ご
近
所
の
皆
様
で
お
越
し
下
さ

い
。

三
月
十
七
日
（
土
）
午
前
十
一

時
～
長
徳
寺
本
堂
に
於
い
て
春

季
彼
岸
法
要
を
修
行
致
し
ま
す
。

御
申
込
み
の
方
は
、
年
回
忌
供

養
等
を
、
御
担
当
寺
役
様
へ
御

連
絡
下
さ
い
。
又
、
皆
様
の
墓

地
に
古
く
な
り
ま
し
た
塔
婆
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
長
徳
寺
墓

地
水
汲
み
場
に
「
古
塔
婆
置
き

場
」
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
持
ち
頂
き
、
お
彼
岸
時

の
お
墓
の
掃
除
の
時
に
で
も
御

確
認
頂
き
、

常
に
お
墓

を
綺
麗
に

す
る
様
に

心
が
け
ま

し
ょ
う
。

今
年
の
五
月
十
九
日
に
公
開

予
定
の
映
画
「
一
遍
上
人
」
の

撮
影
が
先
日
長
徳
寺
境
内
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
主
演
は
お
笑
い

芸
人
の
ウ
ド
鈴
木
さ
ん
。
監
督

は
秋
原
北
胤
さ
ん
。
一
関
シ
ネ

プ
ラ
ザ
で
上
映
予
定
で
す
。
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今
年
で
開
山
五
百
年
を
迎
え
る
長
徳
寺
の
歴
史

は
、
そ
の
昔
吉
野
屋
敷
佐
藤
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
保

呂
羽
院
之
沢
に
建
立
さ
れ
天
台
宗
三
文
寺
と
称
さ
れ

て
い
た
が
、
廃
寺
と
な
り
一
三
八
八
年
時
宗
総
本
山

遊
行
寺
よ
り
第
九
十
代
亀
山
天
皇
の
孫
に
あ
た
る
遊

行
十
二
代
尊
観
法
親
王
遊
行
廻
国
の
途
次
、
こ
の
廃

寺
を
時
宗
長
徳
寺
と
改
め
た
（
開
基
）
そ
の
後
一
五

一
二
年
、
佐
藤
信
基
剃
髪
し
慈
阿
弥
と
号
し
初
代
住

職
と
な
る
（
開
山
）
更
に
一
六
八
二
年
現
在
の
地
に

建
立
移
転
し
山
号
不
退
山
合
掌
院
長
徳
寺
と
な
る
。

こ
れ
を
祈
念
し
十
月
二
十
八
日
に
歴
代
住
職
及
び
総

檀
信
徒
各
家
先
祖
代
々
之
開
山
忌
法
要
を
厳
修
す
る

予
定
。
依
っ
て
春
秋
彼
岸
法
要
に
於
い
て
先
祖
代
々

供
養
に
限
り
申
込
み
は
開
山
忌
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

長徳寺は今年で開山５００年映
画「
一
遍
上
人」

ひ

と

こ

と

昨
年
の
秋
に
体
調
を
崩
し
一

カ
月
程
入
院
し
ま
し
た
が
お
陰

様
で
良
く
な
り
現
在
は
食
事
制

限
水
分
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、

元
気
に
回
復
致
し
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
、

皆
様
も
体
調
に
十
分
気
を
付
け

お
過
ご
し
下
さ
い
。

住

職


